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市内で開催される講座や、公共施設での学びの情報などをお知らせします。

運気上昇！早春スタンプラリー

開 ９：００～１９：００

田沼図書館

葛生図書館

佐野図書館

９：００～１８：００開

９：００～１８：００開

月曜日休 ☎２２-１８３３

☎６１-１１３６

☎８６-３４１６

火曜日休

月曜日休

26R7.2　KOUHOU SANO

佐 

野

大人のための朗読会

　江戸川乱歩 作「木馬は廻る」、井上靖 作「帰郷」、

中島敦 作「山月記」の朗読を行います。

▲

日時　２月１６日 ㈰ １４：００～１５：３０

▲

対象　一般 (高校生以上 )

▲

定員　先着３０人

▲  

申込　２月４日 ㈫ ９：００～電話または直接佐野図書館

楽習講師企画講座

　年収の壁（税１０３万円、社会保険１０６万円・

１３０万円）と保険に入るべきかについて学ぶ講座です。

▲

日時　２月２２日 ㈯ １３：３０～１６：３０

▲

会場　佐野市中央公民館（第 1会議室）

▲

対象　インターネットを利用できる方

▲  

講師　大川俊之さん

▲

定員　２０人

▲

費用　無料　

▲

持ち物　テキスト ( メールで送信します )、メールア

ドレス ( テキスト送信用 )、携帯電話番号 ( 連絡用 )、

筆記用具

生活に役立つお金の知識 申込方法
事前に、電話またはメールで生涯学習課にお申し

込みください。

☎２０-３１０９

Ｍａｉｌ　s-gakusyu@city.sano.lg.jp

佐 

野

相続・遺言の基礎知識

　相続等の概説、知っておくと良い手続きなど、弁護士

が分かりやすく解説します。

▲

日時　３月８日 ㈯ １４：００～１５：００

▲

対象　一般

▲

定員　先着２０人

▲  

申込　２月２１日 ㈮ ９：００～電話または直接佐野図書館

休館情報

　トイレ洋式化工事のため、次の期間は休館とします。

　田沼図書館 

▲

２月１７日 ㈪ ～２３日 ㈰ 

　干支「巳」や新年・春にまつわるおめでたい作品・資料・図書が展示

されています。

 全館制覇された方、すてきなプレゼントを差し上げます。

▲

期間　３月９日 ㈰ まで

▲

参加施設　

　吉澤記念美術館、葛生化石館、葛生伝承館、葛生図書館

■  

問合せ　葛生化石館 ☎８６-３３３２

先着

３０人
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　昨年度後半から今年度前半にかけて新たに収蔵し

た標本を紹介します。

　今回は国内外のさまざまな化石を展示します。貝

類からアンモナイト、恐竜の歯など幅広い化石が仲

間入りしました。

▲

会期　４月２０日 ㈰ まで

▲

休館情報　２月１２日 ㈬ 、２５日 ㈫ 、２８日 ㈮ 休館

　 ※２４日 （月・祝） は開館

入館料料開 開館時間 休 休館日

葛生化石館
９：００～１７：００開

無料 ☎８６－３３３２料

休 毎週月曜日

葛生伝承館
毎週月曜日休

無料 ☎８４-３３１１料

開 ９：００～１７：００

田村耕一陶芸館人間
国宝 無料 ☎２２-０３１１料

開 ９：００～１７：００

吉澤記念美術館 一般５２０円ほか ☎８６-２００８

開 ９：３０～１７：００

料

毎週月曜日休

郷土博物館
毎週月曜日 休

無料 ☎２２-５１１１料

開 ９：００～１７：００

　写真の変わり雛は昭和１１年歌会始の勅題「海上

雲遠」を題材にしたものです。

　説明書きには次のように書かれています。

「雲は遠く海上波静かなる…此浦舟に帆を上げて…

其帆は雛となつて海上のランデブー」

▲

会期　３月９日 ㈰ まで

▲

休館情報　 

　２月１２日 ㈬ 、２５日 ㈫ 休館

　 ※２４日 （月・祝） は開館

「雛人形展」開催中！

「第１９回新着標本展」開催中です！

丸山瓦全と佐野のお宝保護作戦！

　佐野で少年期を過ごした考古学者・丸山瓦全のパ

ワフルな文化財保護活動を紹介します。

　写真は「エラスムス立像」に夢中になった瓦全さ

んが調べ忘れた江戸絵画の重要作品です。

▲

会期　３月９日 ㈰ まで

▲

休館情報　２月１２日 ㈬ 、２５日 ㈫ 

　休館　 ※２４日 （月・祝） は開館

　本展では田村の茶陶の世界と日々の暮らしの器を

紹介します。土と釉
ゆうやく

薬を使い、焼き物でしか表現で

きない「文様」と「形」の融和。

　立体な器のフォルムに、計算さ

れた絵付け、それは多彩な釉薬の

組み合わせと数々の技法によって

生み出されています。

▲

会期　３月１６日 ㈰ まで

「茶陶展と暮らしの器」収蔵資料展

「くらしのうつりかわり」
～古い道具と昔のくらし～

　氷を使って冷やす冷蔵庫や、脚付きのテレビ、黒

電話など昔懐かしいレトロな道具が展示されていま

す。また、新紙幣発行と関連して、昔のお金と今の

お金のうつりかわりも展示中。ぜひご来館ください。

▲

会期　３月２日 ㈰ まで

▲

休館情報　 ２月１２日 ㈬ 、２５日 ㈫ 休館

　 ※２４日 （月・祝） は開館 ▲鉄絵柘榴文角壺

勅題「帆船雛」 ▼

▲腕足動物（新潟県産） ▲巻貝（新潟県産）

▼

アンモナイト（宮城県産）

美術館では展示の見守りをして

いただくボランティアを募集し

ています。

メール、電話で受け付けていま

すので、詳しくはホームページ

をご覧ください。

お知らせ

▲狩野常信「達磨像額」
　龍江院所蔵


